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経済安全保障重要技術育成プログラム（ビジョン実現型）
令和３年度補正予算案額 1,250億円

製造産業局 航空機武器宇宙産業課
大臣官房 経済安全保障室

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

事業目的・概要

⚫経済財政運営と改革の基本方針（令和3年6月 閣議決定）におい

て、「安全保障の裾野が経済・技術分野に急速に拡大するとともに、コロ

ナ禍によりサプライチェーン上の脆弱性が国民の生命や生活を脅かすリス

クが明らかになる中、国際連携の充実も図りつつ、経済安全保障の取

組を強化・推進する」こととされました。

⚫統合イノベーション戦略2021（令和3年6月 閣議決定）においても、

「新たなシンクタンク機能も活用しながら、経済安全保障の確保・強化の

ため、宇宙、量子、ＡＩ、スーパーコンピューター・半導体、原子力、先

端材料、バイオ、海洋等の先端分野における重要技術について、関係

省庁と大学、研究機関、企業等の密接な連携の下、実用化に向けた

強力な支援を行う新たなプロジェクトを創出する」としています。

⚫本事業では、基金を造成し、内閣府主導の下で経済産業省、文部科

学省が関係府省庁と連携し、経済安全保障の観点から、先端的な重

要技術に関するニーズを踏まえたシーズを、中長期的に育成するプログラ

ムについて推進します。

成果目標

⚫先端的な重要技術の研究開発から実証・実用化までを迅速かつ機動

的に推進し、民生利用のみならず、成果の活用が見込まれる関係府省

において公的利用につなげていくことを目指します。

⚫ＡＩ、量子等の先端技術を含む研究開発を対象に内閣府主導の
下で経済産業省及び文部科学省が関係府省庁と連携し、国のニー
ズ（研究開発ビジョン）を実現する研究開発プロジェクトを実施。

⚫ プログラムの研究成果は、民生利用のみならず、成果の活用が見込
まれる関係府省において公的利用に繋げていくことを指向することによ
り、国主導による研究成果の社会実装や市場の誘導に繋げていく視
点を重視。

⚫国が、ニーズを踏まえてシーズを育成するための目標・ビジョンを設定。
また、技術成熟度や技術分野に応じた適切な技術流出対策を導
入。
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